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〔
要
旨
〕

 

清
代
の
張
景
星
ら
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
『
宋
詩
別
裁
集
』
は
、
宋
代
の

詩
人
百
三
十
七
家
の
合
計
六
百
四
十
七
首
を
形
式
別
に
収
録
し
て
お
り
、

南
宋
を
代
表
す
る
詩
人
陸
游
の
作
品
は
合
計
五
十
四
首
収
録
さ
れ
て
い

る
。
本
稿
は
、
そ
の
う
ち
巻
八
に
収
録
さ
れ
た
七
言
絶
句
十
五
首
を
研
究

の
対
象
と
し
、
そ
の
詳
細
な
訳
注
を
作
成
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
。
作

業
に
あ
た
っ
て
は
、
影
印
本
の
『
宋
詩
別
裁
集
』
を
底
本
と
し
、
他
に
銭

仲
聯
『
剣
南
詩
稿
校
注
』、『
全
宋
詩
』
な
ど
を
参
照
し
た
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕

 

中
国
古
典
文
学
、
漢
詩
、
宋
詩
、
七
言
絶
句
、
南
宋
、
陸
游
、『
剣
南

詩
稿
』、『
宋
詩
別
裁
集
』

 

『
宋そ
う

詩し

別べ
っ

裁さ
い

集し
ゅ
う』（
原
名
『
宋そ
う

詩し

百ひ
ゃ
く

一い
ち

鈔し
ょ
う』）
は
、
清
代
の
張
ち
ょ
う

景け
い

星せ
い
、

姚よ
う

培ば
い

謙け
ん
、
王お
う

永え
い

祺き

に
よ
っ
て
編
ま
れ
、
乾
隆
二
十
六
年
（
一
七
六
一
）
に

誦し
ょ
う

芬ふ
ん

楼ろ
う

よ
り
刊
行
さ
れ
た
宋
詩
の
選
集
で
、
宋
代
の
詩
人
百
三
十
七
家

の
合
計
六
百
四
十
七（
１
）首
を
形
式
別
に
収
録
し
て
い
る
。
同
書
は
全
八
巻
か

ら
成
り
、
巻
一
は
五
言
古
詩
〔
五
十
八
首
〕、
巻
二
は
七
言
古
詩
一
〔
三

十
二
首
〕、
巻
三
は
七
言
古
詩
二
〔
四
十
七
首
〕、
巻
四
は
五
言
律
詩
〔
百

十
五
首
〕、
巻
五
は
七
言
律
詩
一
〔
百
首
〕、
巻
六
は
七
言
律
詩
二
〔
百
四

首
〕、
巻
七
は
五
言
排
律
〔
四
十
首
〕、
巻
八
は
五
言
絶
句
〔
五
十
四
首
〕

及
び
七
言
絶
句
〔
九
十
七
首
〕
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
他
に
、
同

じ
編
者
に
よ
る
『
元
詩
別
裁
集
』（
原
名
『
元
詩
百
一
鈔
』）
が
あ
り
、
後
人

は
こ
れ
ら
を
や
は
り
清
代
の
沈し

ん

徳と
く

潜せ
ん

が
編
ん
だ
『
唐
詩
別
裁
集
』『
明
詩

別
裁
集
』『
清
詩
別
裁
集
』
と
合
わ
せ
て
、（
唐
・
宋
・
元
・
明
・
清
の
）『
五

朝
別
裁
集
』
と
総
称
す
る
。

 

さ
て
、『
宋
詩
別
裁
集
』
は
、
南
宋
を
代
表
す
る
詩
人
陸り
く

游ゆ
う

（
一
一
二
五

研
究
ノ
ー
ト『

宋
詩
別
裁
集
』
に
収
録
さ
れ
た
陸
游
の
七
言
絶
句

三　

野　

豊　

浩　
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〜
一
二
一
〇
）
の
作
品
を
合
計
五
十
四
首
収
録
し
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、

五
言
古
詩
四
首
、
七
言
古
詩
十
首
、
五
言
律
詩
三
首
、
七
言
律
詩
十
四
首
、

五
言
排
律
三
首
、
五
言
絶
句
五
首
、
七
言
絶
句
十
五
首
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
こ
の
う
ち
巻
八
に
収
録
さ
れ
た
陸
游
の
七
言
絶
句
十
五
首
を
研
究
の

対
象
と
し
、
そ
の
詳
細
な
訳
注
を
作
成
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
。

 

『
宋
詩
別
裁
集
』
巻
八
は
、
詩
人
三
十
七
家
の
七
言
絶
句
合
計
九
十
七

首
を
収
録
し
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
掲
載
順
）。

王お
う

禹う

偁し
ょ
う〔
二
首
〕、
魏ぎ

野や

、
林り
ん

逋ぽ

、
宋そ
う

祁き

、
石せ
き

介か
い
〔
各
一
首
〕、
欧お
う

陽よ
う

修し
ゅ
う〔
七
首
〕、
蘇そ

舜し
ゅ
ん

欽き
ん
〔
二
首
〕、
劉
り
ゅ
う

攽は
ん

、
司し

馬ば

光こ
う
〔
各
一
首
〕、
王お
う

安あ
ん

石せ
き
、
蘇そ

軾し
ょ
く〔
各
十
三
首
〕、
米べ
い

芾ふ
つ
、
郭か
く

祥し
ょ
う

正せ
い
〔
各
一
首
〕、
秦し
ん

観か
ん
〔
三

首
〕、晁ち
ょ
う

補ほ

之し
〔
一
首
〕、晁ち
ょ
う

冲ち
ゅ
う

之し
〔
二
首
〕、張ち
ょ
う

耒ら
い（
実
際
は
鄭て
い

文ぶ
ん

宝ぽ
う
）、

陳ち
ん

師し

道ど
う
、
鄒す
う

浩こ
う
、
韓か
ん

駒く

、
李り

弥び

遜そ
ん
〔
各
一
首
〕、
陳ち
ん

与よ

義ぎ

、
程て
い

倶ぐ

、
朱し
ゅ

松し
ょ
う〔
各
二
首
〕、
朱し
ゅ

槹こ
う
、
周し
ゅ
う

必ひ
つ

大だ
い
〔
各
一
首
〕、
范は
ん

成せ
い

大だ
い
〔
五
首
〕、
陸り
く

游ゆ
う
〔
十
五
首
〕、
楊よ
う

万ば
ん

里り

、
朱し
ゅ

熹き

〔
各
二
首
〕、
張ち
ょ
う

栻し
ょ
く〔
三
首
〕、
汪お
う

莘し
ん
、
周し
ゅ
う

文ぶ
ん

璞は
く
、
戴た
い

復ふ
く

古こ

、
黄こ
う

大た
い

受じ
ゅ
、
武ぶ

衍え
ん
、
謝し
ゃ

枋ぼ
う

得と
く
〔
各
一
首
〕。

 

こ
の
よ
う
に
、
陸
游
は
三
十
七
人
中
二
十
八
人
目
に
配
置
さ
れ
て
い
る

が
、
収
録
数
十
五
首
と
い
う
の
は
三
十
七
家
中
最
多
で
あ
り
、
群
を
抜
い

て
い
る
。
こ
れ
に
次
ぐ
の
は
、
王
安
石
と
蘇
軾
の
各
十
三
首
で
あ
り
、
他

に
は
欧
陽
修
の
七
首
、
范
成
大
の
五
首
が
や
や
突
出
し
て
い
る
程
度
で
あ

る
。
そ
の
他
の
詩
人
た
ち
の
作
品
は
、
す
べ
て
三
首
以
下
で
あ
る
。
全
体

的
な
印
象
と
し
て
、
清
楚
で
高
雅
な
、
い
か
に
も
文
人
（
も
し
く
は
道
学

者
）
好
み
の
詩
が
多
く
選
ば
れ
て
お
り
、銭せ

ん

鍾し
ょ
う

書し
ょ

氏
の
『
宋
詩
選
注
』（
一

九
五
八
年
九
月
、
人
民
文
学
出
版
社
）
が
、
労
働
大
衆
の
生
活
を
描
写
す
る

リ
ア
リ
ズ
ム
の
詩
を
多
く
収
録
し
て
い（
２
）る
の
と
は
、
鮮
明
な
対
照
を
な
し

て
い
る
。
ち
な
み
に
『
宋
詩
選
注
』
は
陸
游
の
詩
を
合
計
三
十
二
首
選
ん

で
お
り
、
そ
の
う
ち
七
言
絶
句
は
半
数
の
十
六
首
を
占
め
て
い
る
が
、
そ

の
中
に
『
宋
詩
別
裁
集
』
と
重
複
す
る
作
品
は
一
首
も
存
在
し
な（
３
）い
。

 

こ
こ
で
、
作
者
の
陸
游
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
陸
游
、

字
は
務む

観か
ん
。
号
は
放ほ
う

翁お
う
。
越
州
山
陰
（
現
在
の
浙
江
省
紹
興
市
）
の
人
。

南
宋
最
大
の
詩
人
で
、
同
時
代
の
范は
ん

成せ
い

大だ
い
・
楊よ
う

万ば
ん

里り

・
尤ゆ
う

袤ぼ
う
と
共
に
「
中

興
四
大
家
」
と
併
称
さ
れ
る
。
高
宗
の
紹
興
年
間
に
科
挙
に
応
じ
る
が
、

講
和
派
の
宰
相
秦し
ん

檜か
い
に
排
斥
さ
れ
て
落
第
し
、
孝
宗
が
即
位
し
た
後
、
特

別
に
進
士
出
身
を
賜
る
。
中
年
に
蜀
（
四
川
省
）
に
入
り
、
前
後
し
て
南

鄭
の
王
炎
と
成
都
の
范
成
大
の
幕
僚
と
な
る
。
蜀
を
離
れ
た
後
は
、
晩
年

の
時
間
の
ほ
と
ん
ど
を
故
郷
に
隠
退
し
て
過
ご
し
た
。
生
涯
に
わ
た
っ
て

北
方
の
敵
国
金
へ
の
抵
抗
を
声
高
に
主
張
し
、
臨
終
の
際
に
も
、
南
宋
の

軍
隊
が
北
方
の
中
原
を
平
定
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
か
っ
た
。
そ
の

情
熱
的
な
人
柄
と
作
品
の
た
め
、
一
般
に
は
「
愛
国
詩
人
」
の
通
称
で
知

ら
れ
る
が
、
悲
憤
慷
慨
の
詩
の
他
に
、
日
常
生
活
の
興
趣
を
細
や
か
な
筆

致
で
う
た
っ
た
閑
適
の
作
品
も
多
数
存
在
す（
４
）る
。
中
国
文
学
史
上
最
も
多

作
な
詩
人
と
し
て
も
知
ら
れ
、
九
千
首
を
超
え
る
作
品
が
現
存
す
る
。
詩

集
と
し
て
『
剣け
ん

南な
ん

詩し

稿こ
う
』
が
あ
り
、文
集
と
し
て
『
渭い

南な
ん

文ぶ
ん

集し
ゅ
う』
が
あ
る
。

 

そ
れ
で
は
以
下
、『
宋
詩
別
裁
集
』
に
収
録
さ
れ
た
陸
游
の
七
言
絶
句

を
、
順
に
紹
介
し
て
行
く
こ
と
に
す
る
。
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、
影
印
本
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の
『
宋
詩
別
裁
集
』（
一
九
七
五
年
十
一
月
、
中
華
書
局
）
を
底
本
と
し
、
他

に『
宋
詩
別
裁
集
』（
一
九
七
八
年
十
月
、上
海
古
籍
出
版
社
）、『
宋
詩
別
裁
集
』

（
一
九
九
七
年
八
月
、
河
北
人
民
出
版
社
）、
銭せ
ん

仲ち
ゅ
う

聯れ
ん
『
剣
南
詩
稿
校
注
』（
一

九
八
五
年
九
月
、上
海
古
籍
出
版
社
。
以
下
『
校
注
』
と
略
称
）、『
全
宋
詩
』（
一

九
九
八
年
十
二
月
、北
京
大
学
出
版
社
）そ
の
他
を
参
照
し
た
。
詩
の
表
記
は
、

す
べ
て
新
字
新
仮
名
遣
い
と
し
た
。

次
韻
周
輔
道
中　
　

周し
ゅ
う

輔ほ

の
「
道
中
」
に
次
韻
す

 

『
剣
南
詩
稿
』
巻
五
。
二
首
連
作
の
第
一
首
。
淳
熙
元
年
（
一
一
七
四
）

九
月
、
陸
游
五
十
歳
、
大
邑
（
四
川
省
）
に
て
。
南
鄭
（
陝
西
省
）
の
前

線
を
離
れ
て
成
都
（
四
川
省
）
に
赴
任
し
た
後
、
蜀
の
各
地
を
転
々
と
し

て
い
た
時
期
の
作
。『
校
注
』
第
一
冊
、
四
五
七
頁
。『
全
宋
詩
』
巻
二
一

五
八
。
第
三
十
九
冊
、二
四
三
六
六
頁
。『
全
宋
詩
』で
は
詩
題
の
下
に「
二

首
」
の
二
字
が
あ
る
。

○
○
●
●
●
○
◎

山
霊
喜
我
馬
蹄
声　
　

山さ
ん

霊れ
い　

我わ

が
馬ば

蹄て
い
の
声
を
喜
び

●
●
●
○
○
●
◎

正
用
此
時
秋
雨
晴　
　

正
に
此こ

の
時
を
用も
つ

て　

秋し
ゅ
う

雨う　

晴
る

●
●
○
○
○
●
●

日
淡
風
斜
江
上
路　
　

日
は
淡
く
風
は
斜
め
な
る
江こ
う

上じ
ょ
うの
路み
ち

○
○
●
●
●
○
◎

芦
花
也
似
柳
花
軽　
　

芦ろ

花か

も
也ま

た
柳
り
ゅ
う

花か

の
軽か
ろ

き
に
似
た
り

〔
韻
字
〕
声
、
晴
、
軽
（
下
平
声
八
・
庚
韻
）

○
周
輔　

呂り
ょ

商し
ょ
う

隠い
ん
、
字
は
周
輔
、
成
都
の
人
。
乾
道
二
年
（
一
一
六
六
）

の
進
士
。『
春
秋
』
の
学
を
治
め
た
。『
三
蘇
遺
文
』
を
編
集
し
、
陸
游
が

そ
の
た
め
に
題
跋
を
書
い
て
い
る
（『
渭
南
文
集
』
巻
二
十
七
）
が
、
今
日

で
は
失
わ
れ
た
。
そ
の
詩
は
、『
全
宋
詩
』
巻
一
九
三
九
（
第
三
十
四
冊
、

二
一
六
六
二
頁
）に
、五
言
古
詩
一
首
の
み
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お『
剣

南
詩
稿
』
で
は
、
本
詩
の
直
前
に
「
九
月
三
日　

呂
周
輔
教
授
と
同と
も

に
大

邑
の
諸
山
に
遊
ぶ
」
詩
（『
詩
稿
』
巻
五
）
が
あ
る
。 

○
道
中　

未
詳
。
呂

商
隠
の
原
詩
も
や
は
り
七
言
絶
句
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、『
全
宋
詩
』

に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。 

○
山
霊　
山
に
す
む
精
霊
。山
の
神
。 

○
正

用
此
時　
「
用
」
は
「
以
」
に
同
じ
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
に
。 

○
江

上 

川
の
ほ
と
り
。 

○
柳
花　

柳
絮
を
さ
す
。

 

《
呂
周
輔
氏
の
「
道
中
」
の
詩
に
次
韻
し
て
》

 

山
に
す
む
精
霊
は
、
私
の
馬
の
ひ
づ
め
の
音
を
喜
ん
で
く
れ
た
と
み

え
、（
そ
の
お
か
げ
で
）
ち
ょ
う
ど
こ
の
（
出
発
の
）
時
に
、
秋
の
雨
が

晴
れ
上
が
っ
た
。
日
が
淡
く
照
ら
し
、
風
が
斜
め
に
吹
き
つ
け
る
、
川
の

ほ
と
り
の
道
。
ア
シ
の
花
も
ま
た
、
柳
絮
の
よ
う
に
軽
や
か
に
空
中
を

舞
っ
て
い
る
。
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花
時
遍
遊
諸
家
園　
　

花か

時じ　

遍あ
ま
ねく
諸し
ょ

家か

の
園
に
遊
ぶ

 
『
剣
南
詩
稿
』
巻
六
。
十
首
連
作
の
第
一
首
、
第
二
首
、
第
八
首
、
第

九
首
。
淳
熙
三
年
（
一
一
七
六
）
二
月
、
陸
游
五
十
二
歳
、
成
都
に
て
。

范
成
大
の
参
議
官
と
な
っ
て
い
た
時
期
の
作
。
宋
代
の
詩
人
た
ち
は
海
棠

の
花
を
好
ん
で
う
た
っ（
５
）た
が
、
陸
游
の
こ
の
連
作
は
、
そ
の
代
表
的
な
も

の
の
一
つ
で
あ
る
。『
校
注
』
第
二
冊
、
五
三
八
頁
。『
全
宋
詩
』
巻
二
一

五
九
。
第
三
十
九
冊
、二
四
三
八
九
頁
。『
全
宋
詩
』で
は
詩
題
の
下
に「
十

首
」
の
二
字
が
あ
る
。
な
お
其
の
一
、
其
の
二
、
其
の
八
は
『
宋
詩
鈔
』

及
び
『
宋
詩
精
華
録
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

 
 

其
の
一

●
○
○
●
●
○
◎

看
花
南
陌
復
東
阡　
　

花
を
看み

る　

南な
ん

陌ぱ
く　

復ま

た
東と
う

阡せ
ん

●
●
○
○
●
●
◎

暁
露
初
乾
日
正
妍　
　

暁ぎ
ょ
う

露ろ　

初
め
て
乾
き　

日　

正
に
妍け
ん

な
り

●
●
●
○
○
●
●

走
馬
碧
鶏
坊
裏
去　
　

馬
を
走
ら
せ
て
碧へ
き

鶏け
い

坊ぼ
う

裏
に
去ゆ

け
ば

●
○
●
●
●
○
◎

市
人
喚
作
海
棠
顛　
　

市し

人じ
ん　

喚よ

び
て
海か
い

棠ど
う

顛て
ん
と
作な

す

〔
韻
字
〕
阡
、
妍
、
顛
（
下
平
声
一
・
先
韻
）

○
南
陌
復
東
阡　
「
陌
」
は
、
東
西
に
走
る
道
。「
阡
」
は
、
南
北
に
走
る

道
。
こ
こ
で
は
、
東
西
南
北
ど
こ
へ
で
も
花
を
眺
め
に
出
か
け
て
行
く
こ

と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。 

○
暁
露　

朝
露
。 

○
初
乾　

乾
い
た
ば
か
り
。

「
初
」
は
、
〜
し
た
ば
か
り
、
の
意
。 

○
妍　

美
し
い
。 

○
碧
鶏
坊　

成

都
の
町
の
西
南
に
あ
っ
た
花
の
名
所
。 

○
市
人　

成
都
の
町
の
人
々
。  

○
海
棠
顚　

海
棠
狂
い
。
海
棠
三
昧
。

 

《
花
の
季
節
に
、
広
く
あ
ち
こ
ち
の
庭
園
を
た
ず
ね
歩
い
て
》

 
 

そ
の
一

 

南
の
道
へ
、
ま
た
東
の
道
へ
と
、
あ
ち
こ
ち
へ
花
を
見
に
出
か
け
て
行

く
。
朝
露
は
よ
う
や
く
乾
い
た
ば
か
り
で
、
太
陽
の
光
は
美
し
く
輝
い
て

い
る
。
馬
を
走
ら
せ
て
碧
鶏
坊
の
中
へ
と
入
っ
て
行
け
ば
、
そ
ん
な
私
の

こ
と
を
、
成
都
の
町
の
人
た
ち
は
「
海
棠
狂
い
」
と
呼
ぶ
こ
と
だ
。

　
　

其
の
二

●
●
○
○
●
●
◎

為
愛
名
花
抵
死
狂　
　

名め
い

花か

を
愛
す
る
が
為た
め

に　

死
に
抵い
た

る
ま
で
狂
す

●
○
○
●
●
○
◎

只
愁
風
日
損
紅
芳　
　

只た

だ
愁
う　

風ふ
う

日じ
つ
の
紅こ
う

芳ほ
う
を
損そ
こ

な
わ
ん
こ
と
を

●
○
●
●
○
○
●

緑
章
夜
奏
通
明
殿　
　

緑り
ょ
く

章し
ょ
うも
て　

夜　

通つ
う

明め
い

殿で
ん
に
奏
す
ら
く

●
●
○
○
●
●
◎

乞
借
春
陰
護
海
棠　
　

春し
ゅ
ん

陰い
ん
を
乞き
っ

借し
ゃ
し
て　

海か
い

棠ど
う
を
護ま
も

ら
ん
と
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〔
韻
字
〕
狂
、
芳
、
棠
（
下
平
声
七
・
陽
韻
）

○
風
日　
吹
き
つ
け
る
風
と
照
り
つ
け
る
日
ざ
し
。 

○
紅
芳　
赤
く
か
ぐ

わ
し
い
海
棠
の
花
。 

○
緑
章　

上
奏
文
を
書
く
の
に
用
い
る
緑
色
の
紙
。

道
士
が
鬼
神
を
祀
る
際
に
も
用
い
る
。 

○
通
明
殿　
道
教
の
最
高
神
で
あ

る
玉
帝
が
住
む
と
さ
れ
る
宮
殿
の
名
。
常
に
雲
に
覆
わ
れ
て
い
る
と
い

う
。 

○
春
陰　

春
の
曇
り
空
。 

○
乞
借　

も
と
め
借
り
る
。

　
《
花
の
季
節
に
、
広
く
あ
ち
こ
ち
の
庭
園
を
た
ず
ね
歩
い
て
》

 
 

そ
の
二

 

名
花
を
愛
す
る
が
ゆ
え
に
、死
ぬ
ほ
ど
も
の
狂
お
し
い
気
持
ち
。
た
だ
、

吹
き
つ
け
る
風
と
照
り
つ
け
る
日
ざ
し
が
、
赤
く
か
ぐ
わ
し
い
海
棠
の
花

を
損
な
い
は
し
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
だ
け
が
心
配
だ
。
そ
こ
で
夜
、
緑

色
の
紙
に
上
奏
文
を
し
た
た
め
、
通
明
殿
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
玉
帝
様
に

「
ど
う
か
春
の
曇
り
空
を
お
借
り
し
て
、
海
棠
の
花
を
守
ら
せ
て
く
だ
さ

い
」
と
お
願
い
す
る
こ
と
に
し
た
。

 
 

其
の
八

○
○
○
●
●
○
◎

糸
糸
紅
萼
弄
春
柔　
　

糸し

糸し

た
る
紅こ
う

萼が
く　

春し
ゅ
ん

柔じ
ゅ
うを
弄
ぶ

●
●
○
○
●
●
◎

不
似
疎
梅
只
慣
愁　
　

似
ず　

疎そ

梅ば
い
の
只た

だ
愁
い
に
慣
れ
た
る
に

○
●
●
○
○
●
●

常
恐
夜
寒
花
索
寞　
　

 

常
に
恐
る　

夜　

寒
く
し
て　

花　

索さ
く

寞ば
く
な
ら

ん
こ
と
を

●
○
○
●
●
○
◎

錦
茵
銀
燭
按
涼
州　
　

錦き
ん

茵い
ん　

銀ぎ
ん

燭し
ょ
く　

涼り
ょ
う

州し
ゅ
うを
按
ぜ
ん

〔
韻
字
〕
柔
、
愁
、
州
（
下
平
声
十
一
・
尤
韻
）

○
糸
糸
紅
萼　

た
く
さ
ん
の
細
い
糸
を
垂
ら
し
て
い
る
真
っ
赤
な
海
棠
の

花
。
海
棠
の
花
は
糸
状
の
細
い
突
起
が
多
数
あ
り
、
し
か
も
下
向
き
に
咲

く
。『
民
国
華
陽
県
志
』に「
垂
糸
の
海
棠
、花
は
繁
密
に
し
て
、蓓は
い

蕾ら
い〔
つ

ぼ
み
〕
は
攅さ
ん

簇そ
う
〔
群
が
り
集
ま
る
〕
し
て
椒
は
じ
か
みの
実
の
如ご
と

く
、
色
は
艶
に

し
て
臙
脂
に
似
た
り
」
と
あ
る
。「
萼
」
は
、
花
の
一
番
外
側
に
あ
っ
て
、

花
び
ら
を
支
え
守
る
部
分
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
平
仄
の
都
合
で
「
紅
花

（
○
○
）」
を
「
紅
萼
（
○
●
）」
と
言
い
換
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、

海
棠
の
花
全
体
を
さ
し
て
い
る
と
考
え
て
特
に
問
題
な
か
ろ
う
。 

○
弄
春

柔　
「
弄
」
は
、
戯
れ
る
。「
春
柔
」
は
、
春
の
植
物
の
や
わ
ら
か
い
木
の

枝
。
こ
の
場
合
、
海
棠
の
花
が
や
わ
ら
か
い
木
の
枝
の
上
で
遊
び
戯
れ
る

か
の
よ
う
に
揺
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
北
宋
・
王
安
石
の

「
鍾
山
即
事
」
詩
に
「
竹
西
の
花
草　

春
柔
を
弄
ぶ
」
と
あ
る
。 

○
疎
梅

　

ま
ば
ら
に
咲
い
て
い
る
梅
の
花
。 

○
慣
愁　

梅
の
花
が
、た
だ
ひ
た
す

ら
愁
い
を
帯
び
て
い
る
こ
と
を
い
う
。
梅
は
ま
だ
寒
気
の
残
る
早
春
に
咲

き
、
し
か
も
そ
の
花
に
は
海
棠
の
よ
う
な
は
な
や
か
さ
は
な
い
の
で
、
こ

の
よ
う
に
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
陸
游
に
は
梅
を
う
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た
っ
た
詩
も
多
数
存
在
し
、
決
し
て
梅
の
花
を
低
く
評
価
し
て
い
た
わ
け

で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。 

○
索
寞　

も
の
さ
び
し
い
さ
ま
。 

○
錦
茵  

錦
の
し
と
ね
。
美
し
い
模
様
を
織
り
出
し
た
敷
き
物
。 

○
銀
燭　

明
る
く

光
る
と
も
し
び
。 

○
按　

本
来
は
、
手
で
押
さ
え
る
、
の
意
だ
が
、
こ
こ

で
は
、
楽
器
を
手
で
押
さ
え
て
演
奏
す
る
、
の
意
。 

○
涼
州　

曲
名
。
涼

州
詞
と
も
い
う
。『
楽
府
詩
集
』
巻
七
十
九
「
近
代
曲
辞
一
」
に
よ
れ
ば
、

宮
調
の
音
楽
で
、
唐
の
開
元
年
間
に
西
涼
府
都
督
の
郭
知
運
が
進
め
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
。

 

《
花
の
季
節
に
、
広
く
あ
ち
こ
ち
の
庭
園
を
た
ず
ね
歩
い
て
》

 
 

そ
の
八

 

た
く
さ
ん
の
細
い
糸
を
垂
ら
し
て
い
る
真
っ
赤
な
海
棠
の
花
が
、
や
わ

ら
か
い
木
の
枝
の
上
で
遊
び
戯
れ
る
か
の
よ
う
に
揺
れ
て
い
る
。
そ
の
風

情
は
、
ま
ば
ら
に
咲
く
梅
の
花
が
た
だ
ひ
た
す
ら
愁
い
を
帯
び
て
い
る
ば

か
り
な
の
に
は
似
て
い
な
い
。
い
つ
も
心
配
な
の
は
、
夜
が
寒
い
の
で
、

花
た
ち
が
さ
び
し
い
思
い
を
し
は
し
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
だ
。（
そ
こ

で
、
花
た
ち
を
楽
し
ま
せ
る
た
め
に
）
美
し
い
模
様
の
あ
る
敷
き
物
を
し

き
、
明
る
い
と
も
し
び
を
照
ら
し
て
、（
に
ぎ
や
か
に
）
涼
州
の
曲
を
奏

で
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
　

其
の
九

○
○
●
●
●
○
◎

飛
花
尽
逐
五
更
風　
　

飛ひ

花か　

尽こ
と
ご
とく
五ご

更こ
う
の
風
を
逐お

い

●
●
○
○
●
●
◎

不
照
先
生
社
酒
中　
　

先
生
の
社し
ゃ

酒し
ゅ
の
中
に
照う
つ

ら
ず

○
●
○
○
○
●
●

輸
与
新
来
双
燕
子　
　

新し
ん

来ら
い
の
双そ
う

燕え
ん

子し

に
輸し
ゅ

与よ

す
れ
ば

○
○
○
●
●
○
◎

銜
泥
猶
得
帯
残
紅　
　

泥
を
銜ふ
く

み
て
猶
お
残ざ
ん

紅こ
う
を
帯
び
た
る
を
得
た
り

〔
自
注
〕 

今
年
二
月
二
日
社
、
而
海
棠
已
過
。 

今
年　

二
月
二
日
に
社
あ
り
、
而し
か

し
て
海
棠　

已す
で

に
過
ぎ
た
り
。

〔
韻
字
〕
風
、
中
、
紅
（
上
平
声
一
・
東
韻
）

○
飛
花　

風
に
吹
か
れ
て
散
る
花
び
ら
。 

○
五
更　

明
け
方
の
時
刻
。  

○
不
照　

影
が
う
つ
ら
な
い
。 

○
先
生　

陸
游
自
身
を
さ
す
。 

○
社
酒  

春
祭
り
の
祝
い
酒
。「
社
」
は
、
土
地
の
神
に
豊
作
を
祈
る
祭
り
。 

○
輸

与　

送
り
与
え
る
。「
輸
」
は
、
送
る
。 

○
新
来
双
燕
子　

新
し
く
飛
ん

で
来
た
ば
か
り
の
つ
が
い
の
ツ
バ
メ
。「
子
」
は
、
接
尾
語
。 

○
銜

泥 

ツ
バ
メ
が
巣
作
り
の
た
め
口
に
泥
を
く
わ
え
て
運
ぶ
こ
と
。 

○
帯
残

紅　

ツ
バ
メ
の
く
わ
え
た
泥
に
花
び
ら
が
ま
じ
り
、
か
す
か
に
赤
み
を
帯

び
て
い
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

 
《
花
の
季
節
に
、
広
く
あ
ち
こ
ち
の
庭
園
を
た
ず
ね
歩
い
て
》

 
 

そ
の
九

 

海
棠
の
花
び
ら
は
、
夜
明
け
の
風
に
吹
か
れ
て
す
っ
か
り
散
り
落
ち
て
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し
ま
い
、
私
が
手
に
す
る
春
祭
り
の
祝
い
酒
に
そ
の
影
が
う
つ
る
こ
と
は

な
い
。
散
り
落
ち
た
花
び
ら
を
、
新
し
く
飛
ん
で
来
た
ば
か
り
の
つ
が
い

の
ツ
バ
メ
に
送
り
与
え
て
み
た
と
こ
ろ
、
泥
を
口
に
く
わ
え
て
、
な
お
も

か
す
か
に
名
残
り
の
赤
み
を
帯
び
て
い
る
も
の
を
手
に
入
れ
た
。

〔
自
注
〕 
今
年
は
二
月
二
日
に
春
の
祭
り
が
あ
っ
た
が
、（
そ
の
時
に
は
）
海
棠
は

す
で
に
盛
り
を
過
ぎ
て
い
た
。

楚
城　
　

楚そ

城じ
ょ
う

 

『
剣
南
詩
稿
』
巻
十
。
淳
熙
五
年
（
一
一
七
八
）
五
月
、
陸
游
五
十
四
歳
、

帰
州
（
湖
北
省
）
に
て
。
蜀
を
離
れ
、
東
に
帰
る
船
旅
の
途
中
で
の
作
。

こ
こ
で
陸
游
は
、
は
る
か
昔
の
憂
国
の
詩
人
屈
原
（
お
よ
そ
紀
元
前
三
四
〇

頃
〜
前
二
七
八
）
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
。『
校
注
』
第
二
冊
、
七
九
〇
頁
。

『
全
宋
詩
』
巻
二
一
六
三
。
第
三
十
九
冊
、
二
四
四
六
一
頁
。
な
お
本
詩

は
『
宋
詩
鈔
』『
唐
宋
詩
醇
』
及
び
『
千
首
宋
人
絶
句
』
に
も
収
録
さ
れ

て
い
る
。

○
●
○
○
○
●
◎

江
上
荒
城
猿
鳥
悲　
　

江こ
う

上じ
ょ
うの
荒こ
う

城じ
ょ
う　

猿え
ん

鳥ち
ょ
う　

悲
し
む

●
○
●
●
●
○
◎

隔
江
便
是
屈
原
祠　
　

江
を
隔へ
だ

つ
る
は　

便す
な
わち
是こ

れ
屈く
つ

原げ
ん
の
祠ほ
こ
らな
り

●
○
●
●
○
○
●

一
千
五
百
年
間
事　
　

一
千
五
百
年
間
の
事

●
●
○
○
●
●
◎

只
有
灘
声
似
旧
時　
　

只た

だ
灘た
ん

声せ
い
の
旧
き
ゅ
う

時じ

に
似
た
る
の
み
有
り

〔
韻
字
〕
悲
、
祠
、
時
（
上
平
声
四
・
支
韻
）

○
楚
城　

楚
王
城
と
も
い
う
。
戦
国
時
代
の
楚
の
国
の
旧
都
で
、
遺
跡
は

現
在
の
湖
北
省
秭し

帰き

県
に
あ
る
。 

○
江
上　

こ
こ
で
は
、
長
江
の
ほ
と

り
、
の
意
。 

○
屈
原　

戦
国
時
代
、
楚
の
国
の
人
。
屈く
っ

平ぺ
い
と
も
い
う
。
楚

の
懐か
い

王お
う

及
び
頃け
い

襄じ
ょ
う

王お
う

に
仕
え
た
が
、
讒
言
に
あ
っ
て
放
逐
さ
れ
、
汨べ
き

羅ら

に
身
を
投
げ
て
死
ん
だ
と
い
う
。『
楚
辞
』
に
そ
の
作
品
が
収
録
さ
れ
て

い
る
。  

○
祠　

陸
游
の「
帰
州
の
重
五
」詩（『
詩
稿
』巻
十
）の
自
注
に「
屈

平
の
祠
は
〔
帰
〕
州
の
東
南
五
里
の
帰き

郷き
ょ
う

沱た

に
在あ

り
。
蓋け
だ

し
〔
屈
〕
平

の
故
居
な
り
」と
あ
る
。 

○
一
千
五
百
年
間　

屈
原
の
時
代
か
ら
陸
游
の

時
代
ま
で
の
、
お
お
よ
そ
の
隔
た
り
。 

○
灘
声　

早
瀬
を
流
れ
る
水
の

音
。  

○
旧
時　

昔
。

 

《
楚
の
国
の
古
城
》

 

長
江
の
ほ
と
り
に
そ
び
え
る
荒
れ
城
の
あ
た
り
で
は
、
猿
た
ち
や
鳥
た

ち
が
悲
し
げ
に
鳴
き
叫
ん
で
い
る
。
川
を
隔
て
て
す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
の

は
、
あ
の
屈
原
を
ま
つ
っ
た
祠
。
屈
原
の
当
時
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、

お
よ
そ
千
五
百
年
の
間
（
そ
の
間
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
有
為
転
変
が
あ
っ
た

こ
と
か
）。
今
で
は
た
だ
、
早
瀬
を
流
れ
る
水
の
音
が
、
そ
の
昔
に
似
て

い
る
ば
か
り
。
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夜
読
呂
化
光
文
章
抛
尽
愛
功
名
之
句
戯
作

 
 
 
 

夜　

呂り
ょ

化か

光こ
う
の
「
文
章　

抛な
げ
うち
尽
く
し
て
功
名
を
愛
す
」
の
句
を

読
み
、
戯た
わ
むれ
に
作
る

 

『
剣
南
詩
稿
』
巻
二
十
九
。
紹
熙
五
年
（
一
一
九
四
）
春
、
陸
游
七
十
歳
、

山
陰
に
て
。
何
ら
功
名
を
立
て
る
こ
と
な
く
挫
折
の
晩
年
を
迎
え
た
こ
と

を
、自
嘲
気
味
に
う
た
っ
て
い
る
。『
校
注
』第
四
冊
、一
九
八
九
頁
。『
全

宋
詩
』
巻
二
一
八
二
。
第
三
十
九
冊
、
二
四
八
五
三
頁
。

●
○
○
●
●
○
◎

玉
関
西
望
気
横
秋　
　

玉ぎ
ょ
く

関か
ん　

西せ
い

望ぼ
う
す
れ
ば　

気
は
秋
に
横
た
わ
る

●
●
○
○
●
●
◎

肯
信
功
名
不
自
由　
　

 

信
ず
る
を
肯が
え

ん
ぜ
ん
や　

功こ
う

名み
ょ
うは
自
み
ず
か
らら
に
由よ

ら
ざ
る
を

●
●
○
○
○
●
●

却
是
文
章
差
得
力　
　

却か
え

っ
て
是こ
れ

れ
文
章　

差や

や
力
を
得
た
り

●
○
○
●
●
○
◎

至
今
知
有
呂
衡
州　
　

今
に
至
り
て
知
る　

呂り
ょ

衡こ
う

州し
ゅ
うの
有
る
を

〔
韻
字
〕
秋
、
由
、
州
（
下
平
声
十
一
・
尤
韻
）

○
呂
化
光　

呂り
ょ

温お
ん

（
七
七
二
〜
八
一
一
）、
字
は
化
光
。
唐
の
詩
人
。『
旧
唐

書
』
巻
一
三
七
に
伝
が
あ
る
。「
文
章
」
云
々
の
句
は
、
呂
温
の
七
言
絶

句
「
友
人
を
邀む
か

え
、
歌
を
聴
き
て
感
有
り
」
の
第
一
句
。
全
体
は
次
の
通

り
。「
文
章
抛
尽
愛
功
名
、
三
十
無
成
白
髪
生
。
辜
負
壮
心
羞
欲
死
、
労

君
貴
買
断
腸
声
（
文
章　

抛な
げ
うち
尽
く
し
て
功
名
を
愛
す
る
も
、
三
十
に
し

て
成
る
無
く　

白
髪 

生
ず
。
壮
心
に
辜こ

負ふ

し
〔
そ
む
き
〕
羞は

じ
て
死
せ

ん
と
欲
す
、君
を
労
し
て
貴
く
も
買
う　

断
腸
の
声
）」。 

○
玉
関　

玉
門

関
。
甘
粛
省
敦
煌
の
西
に
あ
っ
た
、最
果
て
の
関
所
。 

○
気
横
秋　

鋭
気

が
、
秋
の
空
い
っ
ぱ
い
に
満
ち
あ
ふ
れ
る
。
陸
游
の
「
憤い
き
ど
おり
を
書
す
」

詩
（『
詩
稿
』
巻
十
七
）
に
「
中
原　

北
望
す
れ
ば
気
は
山
の
如ご
と

し
」
と
い

う
類
似
の
表
現
が
見
え
る
。 

○
肯
信　

反
語
。
ど
う
し
て
信
じ
る
こ
と
が

で
き
よ
う
か
、の
意
。 

○
功
名
不
自
由　

功
名
は
自
分
自
身
の
力
に
よ
っ

て
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
運
命
の
力
に
よ
る
も
の
な
の
だ
、
と
い
う

こ
と
。 

○
却　

意
外
な
感
じ
を
表
す
。
何
と
ま
あ
。 

○
差　

い
く
ら
か
。  

○
呂
衡
州　

呂
温
の
こ
と
。
呂
温
は
左
遷
さ
れ
て
、
衡
州
（
湖
南
省
）
で

没
し
た
。

 

《 

夜
、
呂
温
の
「
文
章
を
す
っ
か
り
投
げ
捨
て
、
功
名
を
愛
す
る
」
と

い
う
詩
句
を
読
み
、
た
わ
む
れ
に
詩
を
作
っ
た
》

 

西
の
か
な
た
に
あ
る
玉
門
関
の
方
向
を
眺
め
や
れ
ば
、
鋭
気
は
秋
の
空

い
っ
ぱ
い
に
満
ち
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
。
功
名
は
自
分
自
身
の
力
に
よ
っ
て

得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
運
命
の
力
に
よ
る
も
の
だ
、
な
ど
と
い
う
こ

と
が
、（
そ
の
時
は
）
ど
う
し
て
信
じ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が

何
と
ま
あ
、（
か
つ
て
の
抱
負
が
挫
折
し
た
今
と
な
っ
て
）
か
え
っ
て
文

章
の
方
は
、
少
し
ば
か
り
実
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
ん
な
今
に
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な
っ
て
よ
う
や
く
、（「
文
章
を
す
っ
か
り
投
げ
捨
て
、
功
名
を
愛
す
る
」

と
い
う
句
を
作
っ
た
）
呂
温
の
よ
う
な
人
も
い
た
の
だ
、
と
い
う
こ
と
を

知
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
は
。

梨
花　
　

梨
の
花

 

『
剣
南
詩
稿
』
巻
六
十
六
。
三
首
連
作
の
第
一
首
、
第
二
首
。
開
禧
二

年
（
一
二
〇
六
）
春
、
陸
游
八
十
二
歳
、
山
陰
に
て
。
梨
の
花
に
触
発
さ

れ
て
、
南
鄭
時
代
を
回
想
し
て
い
る
。『
校
注
』
第
七
冊
、
三
七
一
〇
頁
。

『
全
宋
詩
』
巻
二
二
一
九
。
第
四
十
冊
、
二
五
四
三
六
頁
。『
全
宋
詩
』
で

は
詩
題
の
下
に
「
三
首
」
の
二
字
が
あ
る
。
な
お
其
の
一
は
『
唐
宋
詩
醇
』

に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　

其
の
一

○
●
○
○
●
●
◎

開
向
春
残
不
恨
遅　
　

開
き
て
は
春
し
ゅ
ん

残ざ
ん
に
向
か
う
も　

遅
き
を
恨
ま
ず

●
○
●
●
●
○
◎

緑
楊
窣
地
最
相
宜　
　

緑り
ょ
く

楊よ
う　

地
に
窣た

れ
た
る
は　

最
も
相あ

い
宜よ
ろ

し

○
○
●
●
○
○
●

征
西
幕
府
煎
茶
地　
　

征せ
い

西せ
い

幕ば
く

府ふ　

茶
を
煎に

る
の
地

●
●
○
○
●
●
◎

一
幅
辺
鸞
画
折
枝　
　

一い
っ

幅ぷ
く
の
辺へ
ん

鸞ら
ん
に
折せ
っ

枝し

を
画え
が

く

〔
自
注
〕 

宣
司
静
鎮
堂
屏
上
、
有
辺
鸞
梨
花
。 

宣
司
の
静せ
い

鎮ち
ん

堂ど
う
の
屏
上
に
、
辺
鸞
の
梨
花
有
り
。

〔
韻
字
〕
遅
、
宜
、
枝
（
上
平
声
四
・
支
韻
）

○「
向
」　

意
味
は
「
於
」
に
同
じ
。
こ
の
箇
所
で
は
平
仄
の
都
合
で
平
字

が
使
え
な
い
の
で
、
平
字
の
「
於
」
の
か
わ
り
に
仄
字
の
「
向
」
を
用
い

た
の
で
あ
ろ
う
。 

○
春
残　

春
の
終
わ
り
頃
。「
残
」は
、そ
こ
な
わ
れ
る
、

の
意
。 

○
緑
楊　

青
々
と
し
た
柳
。  

○
窣
地　

地
面
に
垂
れ
下
が
る
。

唐
・
玄
宗
の
「
初
め
て
秦
川
に
入
り
、
路み
ち

に
寒
食
に
逢
う
」
詩
に
「
灞
岸

の
垂
楊　

地
に
窣た

れ
て
新
た
な
り
」と
あ
る
。 

○
征
西
幕
府　

当
時
の
金

と
の
国
境
地
帯
の
前
線
基
地
で
あ
る
南
鄭
（
陝
西
省
）
に
あ
っ
た
王
炎
の

幕
府
。「
征
西
」
は
、西
方
を
攻
略
す
る
、の
意
。
陸
游
は
、乾
道
八
年
（
一

一
七
二
）
三
月
か
ら
十
月
ま
で
こ
こ
で
過
ご
し
た
。 

○
辺
鸞　

唐
代
の
画

家
。
花
鳥
画
に
巧
み
で
、
折
れ
た
枝
の
風
情
を
絶
妙
に
描
い
た
と
い
う
。

唐
・
朱
景
元
の
『
唐
朝
名
画
録
』
に
「
辺
鸞
は
、
京
兆
の
人
な
り
。
少わ
か

く

し
て
丹
青
〔
絵
の
具
〕
を
攻お
さ

め
、
最
も
花
鳥
に
長
じ
、
折
枝
草
木
の
妙
、

未
だ
之こ

れ
有
ら
ざ
る
な
り
」
と
あ
る
。  

○
宣
司　

四
川
宣
撫
使
司
の
略

称
。
王
炎
の
官
名
。 

○
静
鎮
堂　

南
鄭
の
幕
府
に
あ
っ
た
建
物
の
名
。
陸

游
に
は
「
静
鎮
堂
の
記
」（『
渭
南
文
集
』
巻
十
七
）
が
あ
る
。

　
《
ナ
シ
の
花
》
そ
の
一

 

花
が
開
く
時
は
す
で
に
春
の
終
わ
り
頃
に
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
時
期

が
遅
い
こ
と
を
恨
ん
だ
り
は
し
な
い
。
青
々
と
し
た
柳
の
枝
が
地
面
に
垂
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れ
下
が
っ
て
い
る
の
は
、（
白
い
ナ
シ
の
花
の
風
情
に
）
最
も
似
つ
か
わ

し
い
。
西
方
攻
略
の
幕
府
の
茶
を
わ
か
す
た
め
の
場
所
に
は
、辺
鸞
の（
描

い
た
）
枝
が
折
れ
た
ナ
シ
（
の
花
）
の
絵
が
一
幅
あ
っ
た
も
の
だ
。

〔
自
注
〕 
四
川
宣
撫
使
司
の
（
幕
府
の
）
静
鎮
堂
の
屏
風
に
は
、
辺
鸞
の
ナ
シ
の
花

の
絵
が
描
い
て
あ
っ
た
。

　
　

其
の
二

●
●
○
○
●
●
◎

粉
淡
香
清
自
一
家　
　

粉ふ
ん

淡た
ん　

香こ
う

清せ
い　

自
お
の
ず
から
一
家

●
○
○
●
●
○
◎

未
容
桃
李
占
年
華　
　

未い
ま

だ
容ゆ
る

さ
ず　

桃と
う

李り

の
年ね
ん

華か

を
占し

む
る
を

○
○
○
●
○
○
●

常
思
南
鄭
清
明
路　
　

常
に
思
う　

南な
ん

鄭て
い　

清せ
い

明め
い
の
路み
ち

●
●
○
○
●
●
◎

酔
袖
迎
風
雪
一
杈　
　

酔す
い

袖し
ゅ
う　

風
を
迎
え　

雪
一い
っ

杈さ

〔
韻
字
〕
家
、
華
、
杈
（
下
平
声
六
・
麻
韻
）

○
粉
淡　

梨
の
花
が
、
白お
し
ろ
い粉
の
よ
う
に
淡
白
な
色
を
し
て
い
る
こ
と
を
さ

す
。 

○
香
清　

梨
の
花
の
香
り
が
清
ら
か
な
こ
と
を
さ
す
。 

○
容　

許

す
。
許
容
す
る
。 

○
年
華　

春
の
光
。
ま
た
、
一
年
の
中
の
よ
い
時

節
。 

○
南
鄭
清
明
路　
「
南
鄭
」
は
、王
炎
の
幕
府
が
あ
っ
た
場
所
。「
清

明
」
は
、
清
明
節
。
二
十
四
節
気
の
一
つ
で
、
春
分
か
ら
十
五
日
目
、
寒

食
の
二
日
後
に
当
た
る
。『
剣
南
詩
稿
』
巻
三
に
は
「
金
牛
の
道
中
に
て

寒
食
に
遇
う
」
詩
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
陸
游
は
乾
道
八
年
の
清
明

節
を
、
夔き

州し
ゅ
う（
四
川
省
）
か
ら
南
鄭
に
向
か
う
道
中
で
迎
え
た
こ
と
が
わ

か
る
。 

○
酔
袖
迎
風　

酒
に
酔
っ
た
詩
人
の
服
の
袖
に
、風
が
吹
き
つ
け

る
。 

○
雪
一
杈 

木
の
枝
全
体
に
咲
い
た
、雪
の
よ
う
に
ま
っ
白
な
ナ
シ

の
花
。「
雪
」
は
、
梨
の
花
の
形
容
。「
一
」
は
、
全
体
。「
杈
」
は
、
ま0

た0

に
な
っ
た
木
の
枝
。
お
そ
ら
く
は
、
本
来
な
ら
ば
「
一
枝
」
と
言
う
べ

き
と
こ
ろ
を
、
韻
の
都
合
で
文
字
を
置
き
換
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
《
ナ
シ
の
花
》
そ
の
二

 

白お
し
ろ
い粉
の
よ
う
に
淡
い
色
あ
い
と
、す
が
す
が
し
い
香
り
。
そ
の
風
情
は
、

お
の
ず
か
ら
一
家
を
な
し
て
い
る
。
モ
モ
や
ス
モ
モ
が
春
の
光
を
独
占
す

る
こ
と
を
、
い
ま
だ
許
し
は
し
な
い
。
い
つ
も
思
い
出
す
の
は
、（
夔
州

か
ら
）
南
鄭
へ
と
向
か
う
道
中
、
清
明
節
の
頃
、
酒
に
酔
っ
た
服
の
袖
を

風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
木
の
枝
全
体
に
咲
い
た
雪
の
よ
う
に
ま
っ
白
な
ナ

シ
の
花
を
、
め
で
楽
し
ん
だ
こ
と
だ
。

春
遊
絶
句　
　

春し
ゅ
ん

遊ゆ
う

絶（
６
）句

 
『
剣
南
詩
稿
』巻
十
七
。
淳
熙
十
三
年（
一
一
八
六
）春
、陸
游
六
十
二
歳
、

山
陰
に
て
。
春
の
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
興
趣
を
う
た
う
。『
校
注
』
第
三
冊
、

一
三
五
九
頁
。『
全
宋
詩
』巻
二
一
七
〇
。
第
三
十
九
冊
、二
四
六
四
一
頁
。

な
お
本
詩
は
『
唐
宋
詩
醇
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
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●
●
●
●
○
○
◎

一
百
五
日
春
郊
行　
　

一い
っ

百ぴ
ゃ
く

五ご

日に
ち　

春し
ゅ
ん

郊こ
う
を
行
け
ば

○
●
●
○
○
●
◎

三
十
六
渓
春
水
生　
　

三さ
ん

十じ
ゅ
う

六ろ
っ

渓け
い　

春し
ゅ
ん

水す
い　

生
ず

○
○
●
●
○
●
●

千
秋
観
裏
逢
急
雨　
　

千せ
ん

秋し
ゅ
う

観か
ん

裏り　

急き
ゅ
う

雨う

に
逢
い

●
●
○
○
●
●
◎

射
的
峰
前
看
晩
晴　
　

射し
ゃ

的て
き

峰ほ
う

前ぜ
ん　

晩ば
ん

晴せ
い
を
看
る

〔
自
注
〕 

自
秦
望
山
而
北
、
合
三
十
六
渓
水
為
若
耶
渓
。 

秦
望
山
よ
り
北
、
三
十
六
渓
の
水
を
合
し
て
若
耶
渓
と
為
る
。

〔
韻
字
〕
行
、
生
、
晴
（
下
平
声
八
・
庚
韻
）

○
一
百
五
日　

寒
食
の
日
の
こ
と
。
冬
至
の
翌
日
か
ら
数
え
て
百
五
日
目

に
当
た
る
の
で
い
う
。 

○
春
郊　

春
の
野
辺
。 

○
三
十
六
渓　

若
じ
ゃ
く

耶や

渓け
い

の
水
源
を
な
す
三
十
六
の
渓
流
。
陸
游
の
自
注
参
照
。 

○
千
秋
観 
山
陰

の
東
五
里
に
あ
っ
た
道
観
の
名
。 

○
急
雨　
に
わ
か
雨
。 

○
射
的
峰　
山

陰
の
南
十
五
里
に
あ
っ
た
山
の
名
。
射
的
山
。 

○
晩
晴　

夕
方
の
晴
れ

空
。 

○
秦
望
山　

山
陰
の
南
三
十
里
に
あ
っ
た
山
の
名
。

　
《
春
の
そ
ぞ
ろ
歩
き
の
絶
句
》

 

寒
食
の
日
に
春
の
野
辺
を
散
歩
す
れ
ば
、
三
十
六
あ
る
若
耶
渓
の
支
流

に
は
、
い
ず
れ
も
春
の
水
が
湧
き
出
て
い
る
。
千
秋
観
の
中
で
に
わ
か
雨

に
あ
い
、
射
的
峰
の
前
で
夕
方
の
晴
れ
空
を
眺
め
や
る
。

〔
自
注
〕
秦
望
山
以
北
の
三
十
六
の
谷
川
の
水
が
合
流
し
て
、
若
耶
渓
と
な
る
。

舎
北
望
水
郷
風
物
戯
作
絶
句

 
 
 

舍し
ゃ

北ほ
く
に
て
水す
い

郷ご
う
の
風ふ
う

物ぶ
つ
を
望
み
、
戯た
わ
むれ
に
絶
句
を
作
る

 

『
剣
南
詩
稿
』巻
二
十
五
。
紹
熙
三
年（
一
一
九
二
）秋
、陸
游
六
十
八
歳
、

山
陰
に
て
。『
校
注
』
第
四
冊
、一
八
〇
八
頁
。『
全
宋
詩
』
巻
二
一
七
八
。

第
三
十
九
冊
、
二
四
七
九
一
頁
。
な
お
本
詩
は
『
唐
宋
詩
醇
』
に
も
収
録

さ
れ
て
い
る
。

○
○
○
●
●
○
◎

西
風
沙
際
矯
軽
鷗　
　

西せ
い

風ふ
う
の
沙さ

際さ
い　

軽け
い

鷗お
う　

矯あ

が
り

●
●
○
○
●
●
◎

落
日
橋
辺
繋
釣
舟　
　

落ら
く

日じ
つ
の
橋
き
ょ
う

辺へ
ん　

釣ち
ょ
う

舟し
ゅ
うを
繋つ
な

ぐ

●
●
●
○
○
●
●

乞
与
画
工
団
扇
本　
　

画が

工こ
う
に
乞き
つ

与よ

す　

団だ
ん

扇せ
ん
の
本

○
○
○
●
●
○
◎

青
林
紅
樹
一
川
秋　
　

青せ
い

林り
ん　

紅こ
う

樹じ
ゅ　

一い
っ

川せ
ん
の
秋

〔
韻
字
〕
鷗
、
舟
、
秋
（
下
平
声
十
一
・
尤
韻
）

○
舎
北　

自
分
の
住
む
家
の
北
側
。
陸
游
に
は
、
本
詩
の
他
に
も
七
言
絶
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句
「
舎
北
晩
眺
」
二
首
（『
詩
稿
』
巻
三
十
三
）
が
あ
る
。 

○
西
風　

秋
風
。

西
は
、
秋
を
象
徴
す
る
方
角
。 

○
沙
際  

水み

際ぎ
わ
。 

○
矯　

高
く
あ
が

る
。 
○
軽
鷗　
軽
や
か
に
飛
ぶ
カ
モ
メ
。 

○
橋
辺　
橋
の
た
も
と
。 

○
乞

与　

貸
し
与
え
る　

○
画
工　

画
家
。
絵
か
き
。 

○
団
扇
本　

う
ち
わ
に

描
く
絵
の
た
め
の
見
本
。 

○
一
川　

川
一
面
。
川
全
体
。「
一
」は
、全
体
。

　
《
家
の
北
で
水
郷
の
風
物
を
眺
め
、
た
わ
む
れ
に
絶
句
を
作
っ
た
》

 

秋
風
の
吹
く
水
際
で
は
軽
や
か
に
飛
ぶ
カ
モ
メ
が
空
高
く
舞
い
上
が

り
、
落
日
に
照
ら
さ
れ
る
橋
の
た
も
と
に
は
、
釣
り
舟
が
つ
な
が
れ
て
い

る
。
こ
の
風
景
を
、
う
ち
わ
に
描
く
絵
の
見
本
と
し
て
、
絵
か
き
に
貸
し

与
え
て
や
り
た
い
も
の
だ
。
青
々
と
し
た
林
、
赤
く
色
づ
い
た
木
々
、
そ

し
て
川
全
体
に
た
だ
よ
う
秋
の
風
情
。

三
峡
歌　
并
序　
　

三さ
ん

峡き
ょ
うの
歌　

并な
ら

び
に
序

 

『
剣
南
詩
稿
』巻
三
十
。
九
首
連
作
の
第
三
首
、第
九
首
。
紹
熙
五
年（
一

一
九
四
）
冬
、
陸
游
七
十
歳
、
山
陰
に
て
。『
校
注
』
第
四
冊
、
二
〇
六
八

頁
。『
全
宋
詩
』
巻
二
一
八
三
。
第
四
十
冊
、二
四
八
七
九
頁
。『
全
宋
詩
』

で
は
詩
題
の
下
に「
九
首
」の
二
字
が
あ
る
。
な
お
本
詩
は
二
首
と
も『
宋

詩
鈔
』
及
び
『
唐
宋
詩
醇
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。『
宋
詩
別
裁
集
』

に
は
序
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
参
考
ま
で
に
次
に
あ
げ
る
。

 

乾
道
庚
寅
、
予
始
入
蜀
、
上
下
三
峡
屡
矣
。
後
二
十
五
年
、
帰
耕
山

陰
、
偶
読
梁
簡
文
巴
東
三
峡
歌
、
感
之
擬
作
九
首
、
実
紹
熙
甲
寅
十
月

二
日
也
。

 

乾
道
の
庚
寅
、
予　

始
め
て
蜀
に
入
り
、
三
峡
を
上
下
す
る
こ
と
屡し
ば

し
ば
な
り
。
後
二
十
五
年
、
山
陰
に
帰
耕
し
、
偶た
ま

た
ま
梁
簡
文
の
「
巴

東
三
峡
の
歌
」
を
読
み
、
之こ
れ

に
感
じ
て
九
首
を
擬
作
す
。
実
に
紹
熙
甲

寅
の
十
月
二
日
な
り
。

○
乾
道
庚
寅　

乾
道
六
年
（
一
一
七
〇
）、
陸
游
四
十
六
歳
。
乾
道
は
、
南

宋
の
孝
宗
の
年
号
。 

○
帰
耕　
故
郷
に
帰
っ
て
農
業
に
従
事
す
る
。 

○
三

峡  

四
川
・
湖
北
両
省
の
境
に
あ
る
長
江
上
流
の
三
つ
の
峡
谷
。
瞿く

唐と
う

峡き
ょ
う、
巫ふ

峡き
ょ
う、
西せ
い

陵り
ょ
う

峡き
ょ
うの
三
つ
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
異
説

も
あ
る
。  

○
山
陰　

現
在
の
浙
江
省
紹
興
市
。
陸
游
の
故
郷
。 

○
梁
簡
文   

南
北
朝
時
代
の
梁
の
簡
文
帝
。 

○
巴
東
三
峡
歌　
『
楽
府
詩
集
』
巻
八
十

六
に
「
巴
東
三
峡
の
歌
」
二
首
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
厳
密
に

は
こ
の
詩
は
梁
の
簡
文
帝
の
作
で
は
な
く
、
逯
り
ょ
く

欽き
ん

立り
つ
『
先
秦
漢
魏
晋
南

北
朝
詩
』
の
「
梁
簡
文
帝
蕭
綱
」
の
部
分
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。『
楽

府
詩
集
』
で
は
、
こ
の
詩
の
直
前
に
梁
の
簡
文
帝
作
の
「
淫
預
の
歌
」
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
お
そ
ら
く
陸
游
は
『
楽
府
詩
集
』
で
「
巴
東
三

峡
の
歌
」
を
読
ん
だ
際
、
こ
の
詩
も
同
じ
作
者
の
も
の
と
誤
認
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

○
紹
熙
甲
寅　

紹
熙
五
年
（
一
一
九
四
）、陸
游

七
十
歳
。
紹
熙
は
、
南
宋
の
光
宗
の
年
号
。

《
序
》
乾
道
六
年
、
私
は
始
め
て
蜀
の
地
に
入
り
、
三
峡
を
し
ば
し
ば
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上
り
下
り
し
た
。
そ
れ
か
ら
二
十
五
年
た
っ
て
、
山
陰
に
帰
郷
し
て
農

業
に
従
事
し
、た
ま
た
ま
梁
の
簡
文
帝
の
「
巴
東
三
峡
の
歌
」
を
読
み
、

こ
れ
に
感
慨
を
催
し
、
そ
れ
を
ま
ね
て
九
首
の
詩
を
作
っ
た
。
実
に
、

紹
熙
五
年
十
月
二
日
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

其
の
三

●
●
○
○
●
●
◎

十
二
巫
山
見
九
峰　
　

十
二
巫ふ

山ざ
ん　

九き
ゅ
う

峰ほ
う　

見あ
ら
わる

○
○
●
●
●
○
◎

船
頭
彩
翠
満
秋
空　
　

船せ
ん

頭と
う
の
彩さ
い

翠す
い　

秋し
ゅ
う

空く
う
に
満み

つ

○
○
●
●
○
○
●

朝
雲
暮
雨
渾
虚
語　
　

朝ち
ょ
う

雲う
ん　

暮ぼ

雨う　

渾す
べ

て
は
虚き
ょ

語ご

な
り

●
●
○
○
○
●
◎

一
夜
猿
啼
明
月
中　
　

一
夜　

猿
は
啼な

く　

明め
い

月げ
つ
の
中う
ち

〔
韻
字
〕
峰（
上
平
声
二
・
冬
韻
）、
空
、
中（
上
平
声
一
・
東
韻
）通
押

○
十
二
巫
山　

巫
山
の
十
二
の
峰
。『
方
輿
勝
覧
』
に
よ
れ
ば
、
望
霞
、

翠
屏
、
朝
雲
、
松
巒
、
集
仙
、
聚
鶴
、
浄
壇
、
上
昇
、
起
雲
、
飛
鳳
、
登

龍
、
聖
泉
の
十
二
峰
。 

○
九
峰　

十
二
峰
の
う
ち
、
長
江
に
浮
か
ぶ
船
上

か
ら
肉
眼
で
確
認
で
き
る
九
つ
の
峰
。
陸
游
の
『
入
蜀
記
』
巻
六
、
十
月

二
十
三
日
の
項
に
「
十
二
峰
は
、
悉こ
と
ご
とく
は
見
る
べ
か
ら
ず
。
見
る
所
の

八
九
峰
、
惟た

だ
神
女
峰
の
み
最
も
繊
麗
奇
峭
為た

り
、
宜よ
ろ

し
く
仙
真
の
託
す

る
所
と
為な

す
べ
し
」
と
あ
る
。 

○
船
頭　

船
の
進
む
方
向
。
船
の
前

方
。 

○
彩
翠　

美
し
い
緑
色
。
こ
こ
で
は
、
長
江
の
両
岸
に
立
ち
並
ぶ

山
々
の
色
合
い
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。 

○
朝
雲
暮
雨　

宋そ
う

玉ぎ
ょ
く「
高
唐
の

賦
」
の
、
楚
の
襄
じ
ょ
う

王お
う

が
夢
の
中
で
巫
山
の
神
女
と
契
り
を
結
ん
だ
後
、

神
女
が
王
に
向
か
っ
て
「
旦あ
し
た

に
は
朝
雲
と
為な

り
、
暮
れ
に
は
行
雨
と
な

る
」
云
々
と
約
束
し
た
、
と
い
う
故
事
を
ふ
ま
え
る
。 

○
虚
語　

虚
言
。

空
言
。 

○
一
夜　

一
晩
中
。

　
《
三
峡
の
歌
》
そ
の
三

 

巫
山
の
十
二
の
峰
の
う
ち
九
つ
の
峰
が
そ
の
姿
を
現
し
、
船
の
進
む
方

向
に
は
、
美
し
い
緑
色
の
山
々
が
秋
の
空
い
っ
ぱ
い
に
そ
び
え
立
っ
て
い

た
。「
朝
に
は
雲
と
な
り
、
暮
れ
に
は
雨
と
な
る
」
と
約
束
し
た
と
い
う

巫
山
の
神
女
の
伝
説
は
、
す
べ
て
空そ
ら

言ご
と

で
あ
っ
た
の
だ
。（
夕
方
に
な
っ

て
も
雨
は
降
ら
ず
）
一
晩
中
、
猿
は
明
る
く
照
ら
す
月
の
光
の
中
で
、
悲

し
げ
に
鳴
い
て
い
た
。

　
　

其
の
九

●
○
○
○
○
●
◎

我
遊
南
賓
春
暮
時　
　

我　

南な
ん

賓ひ
ん
に
遊
ぶ　

春し
ゅ
ん

暮ぼ

の
時

●
○
○
●
●
○
◎

蜀
船
曾
繋
挂
猿
枝　
　

蜀し
ょ
く

船せ
ん　

曾か
つ

て
繋つ
な

ぐ　

挂け
い

猿え
ん
の
枝

○
○
○
●
●
○
●

雲
迷
江
岸
屈
原
塔　
　

雲
は
迷
う　

江こ
う

岸が
ん　

屈く
つ

原げ
ん
の
塔
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○
●
○
○
●
●
◎

花
落
空
山
夏
禹
祠　
　

花
は
落
つ　

空く
う

山ざ
ん　

夏か

禹う

の
祠

〔
韻
字
〕
時
、
枝
、
祠
（
上
平
声
四
・
支
韻
）

○
遊　

ふ
ら
り
と
訪
れ
る
。
な
お
「
二
四
不
同
、
二
六
対
」
の
規
則
に
照

ら
せ
ば
、
こ
こ
は
本
来
仄
字
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
が
、
平
字
の

「
遊
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
破
格
の
句
法
と
な
っ
て
い
る
。 

○
南

賓 

地
名
。
忠
州
南
賓
郡
（
四
川
省
）。
陸
游
は
、淳
熙
五
年
（
一
一
七
八
）

四
月
、
蜀
を
離
れ
て
帰
郷
す
る
途
中
、
こ
こ
を
訪
れ
て
い
る
。 

○
春

暮 

暮
春
に
同
じ
。 

○
挂
猿
枝　

猿
が
ぶ
ら
下
が
る
木
の
枝
。 

○
蜀
船  

蜀
を
離
れ
て
故
郷
に
向
か
う
船
。 

○
屈
原
塔　

忠
州
の
東
に
あ
る
。
北

宋
・
蘇
軾
に
も
、
や
は
り
忠
州
で
書
か
れ
た
「
屈
原
の
塔
」
詩
が
あ

る
。 

○
空
山 

人ひ
と

気け

の
な
い
山
。
陸
游
は
「
忠
州
の
禹
廟
」
詩
（『
詩
稿
』

巻
十
）
で
も
「
空
山　

夏
禹
の
祠
」
と
う
た
っ
て
い
る
。 
○
夏
禹　

夏
の

禹
王
。
大
洪
水
を
治
め
、
夏
王
朝
を
創
始
し
た
と
さ
れ
る
中
国
古
代
の
伝

説
的
帝
王
。 

○
夏
禹
祠　

禹
廟
ま
た
は
大
禹
廟
と
も
い
う
。
忠
州
の
南
の

屏
風
山
に
あ
る
。

　
《
三
峡
の
歌
》
そ
の
九

 

私
は
か
つ
て
暮
春
の
時
節
に
南
賓
郡
を
ふ
ら
り
と
訪
れ
、
蜀
を
離
れ
て

故
郷
に
向
か
う
船
を
、
猿
が
ぶ
ら
下
が
る
木
の
枝
に
つ
な
い
だ
こ
と
が
あ

る
。
雲
は
長
江
の
岸
辺
に
あ
る
屈
原
の
塔
の
あ
た
り
を
さ
ま
よ
い
、
花
は

人ひ
と

気け

の
な
い
山
中
に
あ
る
夏
の
禹
王
の
祠
の
あ
た
り
に
散
り
落
ち
て
い

た
。

題
拓
本
姜
楚
公
鷹　
　

拓た
く

本ほ
ん

の
姜
き
ょ
う

楚そ

公こ
う

の
鷹
に
題
す

 

『
剣
南
詩
稿
』
巻
六
十
四
。
二
首
連
作
の
第
二
首
。
開
禧
元
年
（
一
二
〇

五
）
冬
、
陸
游
八
十
一
歳
、
山
陰
に
て
。
い
わ
ゆ
る
題
画
詩
で
あ
り
、
精

悍
な
鷹
の
絵
に
託
し
て
、
憂
国
の
悲
憤
を
も
ら
し
て
い
る
。『
校
注
』
第

七
冊
、
三
六
四
五
頁
。『
全
宋
詩
』
巻
二
二
一
七
。
第
四
十
冊
、
二
五
四

一
三
頁
。『
全
宋
詩
』
は
詩
題
の
下
に
「
二
首
」
の
二
字
が
あ
る
。

○
●
○
○
●
●
◎

弓
面
霜
寒
斗
力
増　
　

弓き
ゅ
う

面め
ん　

霜　

寒
く　

斗と

力り
き　

増
す

●
○
●
●
●
○
◎

坐
思
鉄
馬
蹴
河
氷　
　

坐そ
ぞ

ろ
に
思
う　

鉄て
つ

馬ば

の
河か

氷ひ
ょ
うを
蹴け

る
を

●
○
●
●
○
○
●

海
東
俊
鶻
何
由
得　
　

海か
い

東と
う
の
俊
し
ゅ
ん

鶻こ
つ　

何
に
由よ

り
て
か
得
ん

○
●
○
○
●
●
◎

空
看
綿
州
旧
画
鷹　
　

空む
な

し
く
看み

る　

綿め
ん

州し
ゅ
うの
旧
画が

鷹よ
う

〔
韻
字
〕
増
、
氷
、
鷹
（
下
平
声
十
・
蒸
韻
）

○
拓
本　

石
碑
や
器
物
な
ど
の
文
字
や
模
様
を
墨
で
紙
に
す
り
写
し
た
も
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の
。
い
し
ず
り
。 

○
姜
楚
公
鷹　

姜
楚
公
は
、
唐
代
の
画
家
姜き
ょ
う

皎き
ょ
うの
こ

と
。
上
じ
ょ
う

邽け
い
（
甘
粛
省
）
の
人
で
、
鷹
な
ど
の
鳥
の
絵
に
た
く
み
で
あ
っ

た
と
い
う
。
玄
宗
が
即
位
す
る
と
太
常
卿
に
昇
進
し
、
楚
国
公
に
封
ぜ
ら

れ
た
。『
歴
代
名
画
記
』
巻
九
に
伝
が
あ
る
。
唐
・
杜
甫
に
は
「
姜
楚
公

の
画え
が

く
角か
く

鷹よ
う
〔
ク
マ
タ
カ
〕
の
歌
」
詩
が
あ
り
、
陸
游
に
は
本
詩
の
他
に

「
綿
州
の
録
事
参
軍
の
庁
に
て
姜
楚
公
の
画
鷹
を
観み

る
。
少し
ょ
う

陵り
ょ
う〔
杜
甫
〕

の
〔
そ
の
〕
為た
め

に
詩
を
作
れ
る
者
な
り
」
詩
（『
詩
稿
』
巻
三
）
が
あ
る
。 

○

弓
面 

弓
の
表
面
。 
○
斗
力　
弓
を
ひ
く
腕
の
力
。 

○
坐　
何
と
は
な
し

に
。 

○
鉄
馬　

鉄
の
装
甲
を
施
し
た
軍
馬
。
陸
游
の「
十
一
月
四
日 

風

雨　

大
い
に
作お
こ

る
」
詩
其
の
二
（『
詩
稿
』
巻
二
十
六
）
に
「
鉄
馬 

氷
河

　

夢
に
入
り
来
た
る
」と
い
う
類
似
の
表
現
が
見
え
る
。 

○
河
氷　

黄
河

の
表
面
を
お
お
う
氷
。 

○
海
東　

海
よ
り
も
東
の
地
域
。
日
本
を
さ
す
。

北
宋
・
欧
陽
修
の
「
奉
使
道
中
五
言
長
韻
」
詩
に
「
軽け
い

禽き
ん　

海
東
よ
り
出い

ず
」と
あ
る
。 

○
俊
鶻　

俊
敏
な
ハ
ヤ
ブ
サ
。 

○
綿
州　

成
都
の
近
く
の

地
名
。

　
《
姜
楚
公
が
描
い
た
タ
カ
の
絵
の
拓
本
に
、
詩
を
書
き
つ
け
る
》

 

弓
の
表
面
に
は
冷
た
い
霜
が
降
り
、
弓
を
引
く
腕
の
力
は
み
な
ぎ
る
。

何
と
は
な
し
に
、
鉄
の
装
甲
を
施
し
た
軍
馬
の
ひ
づ
め
が
、
黄
河
の
氷
を

蹴
る
さ
ま
を
夢
想
す
る
。
海
の
東
に
産
す
る
と
い
う
俊
敏
な
ハ
ヤ
ブ
サ

を
、
ど
う
し
た
ら
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
そ
の
昔
、
綿
州
の

役
所
の
壁
に
描
か
れ
て
い
た
す
ば
ら
し
い
タ
カ
の
絵
（
の
拓
本
）
を
、
空

し
く
見
つ
め
る
ば
か
り
だ
。

秋
思　
　

秋し
ゅ
う

思し

 

『
剣
南
詩
稿
』
巻
七
十
二
。
十
首
連
作
の
第
七
首
。
開
禧
三
年
（
一
二
〇

七
）
秋
、
陸
游
八
十
三
歳
、
山
陰
に
て
。
前
半
後
半
と
も
に
対
句
で
構
成

さ
れ
た
、叙
景
的
な
作
品
で
あ
る
。『
校
注
』第
七
冊
、三
九
九
九
頁
。『
全

宋
詩
』
巻
二
二
二
五
。
第
四
十
一
冊
、
二
五
五
三
六
頁
。『
全
宋
詩
』
で

は
詩
題
の
下
に
「
十
首
」
の
二
字
が
あ
る
。
な
お
本
詩
は
『
宋
詩
鈔
』
に

も
収
録
さ
れ
て
い
る
。

○
●
○
○
●
●
◎

桑
竹
成
陰
不
見
門　
　

桑そ
う

竹ち
く　

陰
を
成
し　

門
を
見
ず

○
○
○
●
●
○
◎

牛
羊
分
路
各
帰
村　
　

牛ぎ
ゅ
う

羊よ
う　

路み
ち

を
分
か
ち
て　

各お
の

お
の
村
に
帰
る

○
○
●
●
○
○
●

前
山
雨
過
雲
無
迹　
　

前ぜ
ん

山ざ
ん　

雨　

過
ぎ　

雲　

迹あ
と　

無
く

●
●
○
○
●
●
◎

別
浦
潮
回
岸
有
痕　
　

別べ
っ

浦ぽ　

潮　

回か
え

り　

岸　

痕あ
と　

有
り

〔
韻
字
〕
門
、
村
、
痕
（
上
平
声
十
三
・
元
韻
）

○
成
陰　
こ
ん
も
り
茂
っ
て
木
陰
を
な
し
て
い
る
。 

○
前
山　
前
方
に
そ

び
え
る
山
。 
○
別
浦　
川
の
流
れ
が
海
に
流
れ
入
る
所
。 

○
潮
回　
潮
が

引
く
。
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《
秋
の
思
い
》

 
桑
と
竹
が
こ
ん
も
り
茂
っ
て
木
陰
を
な
し
、（
そ
れ
に
覆
わ
れ
て
）
家

の
門
は
見
え
な
い
。
牛
と
羊
は
道
を
分
か
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
へ
と
帰
っ

て
行
く
。
前
方
に
そ
び
え
る
山
は
、雨
が
通
り
過
ぎ
て
雲
は
跡
形
も
な
い
。

川
の
流
れ
が
海
に
流
れ
入
る
所
は
潮
が
引
き
、
岸
辺
に
（
満
潮
時
の
水
位

の
）
痕
が
残
っ
て
い
る
。

 

以
上
が
、『
宋
詩
別
裁
集
』
巻
八
に
収
録
さ
れ
た
陸
游
の
七
言
絶
句
の

す
べ
て
で
あ
る
。
同
書
に
収
録
さ
れ
た
そ
の
他
の
作
品
に
つ
い
て
も
、
こ

れ
か
ら
少
し
ず
つ
紹
介
し
て
行
く
予
定
で
あ
る
。

注

（
１
） 

筆
者
が
参
照
し
た
三
種
類
の
『
宋
詩
別
裁
集
』
は
、
す
べ
て
出
版
説
明
も
し
く

は
点
校
説
明
に
「
六
百
四
十
五
首
」
と
記
し
て
い
る
が
、
厳
密
に
数
え
た
と
こ
ろ
、

実
際
は
六
百
四
十
七
首
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

（
２
） 

宋
代
詩
文
研
究
会
訳
注
『
宋
詩
選
注
１
』（
二
〇
〇
四
年
一
月
、
平
凡
社
東
洋
文

庫
）
三
七
七
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
３
） 

『
宋
詩
別
裁
集
』全
体
で
は
、七
言
律
詩「
遊
山
西
村
」と「
書
憤
」の
二
首
が『
宋

詩
選
注
』
と
重
複
し
て
い
る
。
拙
稿
「『
宋
詩
選
注
』
に
収
録
さ
れ
た
陸
游
の
作
品

に
つ
い
て
」（
二
〇
〇
五
年
十
二
月
、
宋
代
文
学
会
発
行
『
橄
欖
』
第
十
三
号
に
掲

載
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
４
） 

宋
代
詩
文
研
究
会
訳
注
『
宋
詩
選
注
３
』（
二
〇
〇
四
年
十
二
月
、
平
凡
社
東
洋

文
庫
）
九
二
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
５
） 

『
宋
詩
別
裁
集
』
巻
八
に
は
、
他
に
北
宋
・
蘇
軾
の
七
言
絶
句
「
海
棠
」
一
首

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
半
は
「
只
恐
夜
深
花
睡
去
、
高
焼
銀
燭
照
紅
粧

（
只た

だ
恐
る　

夜　

深
く
し
て　

花　

睡ね
む

り
去
ら
ん
こ
と
を
、
高
く
銀
燭
を
焼
き

て 

紅
粧
を
照
ら
さ
ん
）」
と
う
た
っ
て
お
り
、
陸
游
の
連
作
の
其
の
八
と
の
類
似

性
が
認
め
ら
れ
る
。

（
６
） 

最
初
の
「
次
韻
周
輔
道
中
」
か
ら
「
梨
花
」
ま
で
は
制
作
年
代
順
に
配
列
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
「
春
遊
絶
句
」
で
制
作
年
代
が
い
っ
た
ん
逆
戻
り
し
、
そ
れ
か

ら
再
び
制
作
年
代
順
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
梨
花
」
ま
で
の
九
首

と
「
春
遊
絶
句
」
か
ら
の
六
首
を
、
別
の
編
者
が
選
ん
だ
可
能
性
を
示
唆
す
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
「
春
遊
絶
句
」
は
「
二
四
不
同
、
二
六
対
」
の
規
則
に
合

わ
な
い
箇
所
が
複
数
存
在
す
る
上
、
一
句
目
の
「
春
郊
行
」
は
「
下
三
連
」、
三
句

目
の
「
逢
」
は
「
孤
平
」
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
詩
は
厳
密
に
は
近

体
の
絶
句
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
ず
、
古
詩
も
し
く
は
古
絶
句
に
分
類
さ
れ
る
べ

き
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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